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Calculated MW:26kD;Observed MW:30kD

BCL2L1

BCL2L1;BCL2L;BCLX;Bcl-2-like protein 1;Bcl2-L-1;Apoptosis regulator Bcl-X
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子によってコードされるタンパク質はBCL-2タンパク質ファミリーに属する。BCL-2ファミリーのメンバーはヘテロ二量体またはホモ二量体を形成し、多様な細胞活動に関与するアポトーシス抑制因子またはアポトーシス促進因子として作用する。この遺伝子によってコードされるタンパク質はミトコンドリア外膜に局在し、ミトコンドリア外膜チャネル（VDAC）の開口を制御することが示唆されている。VDACはミトコンドリア膜電位を制御し、ミトコンドリアからの活性酸素種の産生とシトクロムCの放出を制御する。これらはいずれも細胞アポトーシスの強力な誘導因子である。選択的スプライシングにより、2つの異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。長い方のアイソフォームはアポトーシス抑制因子として、短い方のアイソフォームはアポトーシス促進因子として作用する。[RefSeq提供、2015年12月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	3T3-L1細胞ライセートのウェスタンブロット解析（Bcl-XLウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。1、Bcl-XLウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体賦活化にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

